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-中城公園自然共生エリア南遊具広場トイレ-

中城湾はかつて琉球石灰岩が隆起した山でした。
それは中城ドームと呼ばれています。
中城公園はその、かつての山のふもとに位置します。
現在は山の頂上付近ですが、かつては山のふもとであり、
この大地を形成した歴史の境界のような場所です。
ここに建つ建築として、遊具広場とともに、
まわりに広がる山や丘陵地、
この場所の歴史にもつながっていく建築を提案します。

現在の中城湾、かつての中城ドームは標高 300m程度あったと
言われています。本計画地はその境界（断層）に位置します。
そして、琉球石灰岩でできたその大地は荻道など周辺の地域に豊
かな湧き水をもたらしています。
この場所は、日常の生活に結びつきながら、自然史的なスケール
を持った場所であると言えます。

アーチがつなぐ歴史と未来

□中城ドーム
隣接する遊具広場はもちろん、原っぱとなっている南側の丘陵地、
そして中城ドームというこの地の歴史性をつなぐことが、ここに
建つ建築が担う役割だと考えます。
そこで、八角形のフレームによって、連続性、展開性を持った計
画を提案します。

□八角形のグリッド
アーチのフレームはその下に自由な平面を許容します。
その空間は、この大地を構成する琉球石灰岩の鍾乳洞をイメージ
します。
①八角形の頂点を斜めに結んだアーチ状のフレームを構造体とし
ます。
②プレキャストの壁によってプランを規定し、軒下空間をつくる
屋根をかけます。

□アーチのフレーム
子供たちの安全性や防犯面からも建物を一つにまとめることで、
シンボル性を持たせ、集合場所としての役割が必要であると考え
ます。また現状の問題点として、フラットな場所が少なく、ベビー
カーが置け、保護者たちが休憩できるところが少ないということ
が挙げられます。

□配置計画

（出典：「荻道字誌」）

①正方形のグリッド ②隅を切り
八角形とします。

③頂点を結び
構造フレームとします。

アーチ状の
構造フレーム

① ②

構造フレーム

PC 部材

配置図 1:400

空間イメージ

屋　根 八角形のフレームによって
多方向からのアプローチを可能にします。

将来的な
展開性

デッキに腰を掛け、木陰の下で
遊具広場を見守ります。

木デッキ広場

④八角形とすることで多方向への
連続性が生まれます。

⑤フレーム自体をつなげることで
展開性も持ちます。

計画地

N

デッキでベビーカーを安心し
て置けるフラットな面をつく
ります。また、八角形で連続
させることで将来的な展開性
を持たせます。

建物のボリュームを西側の境界まで寄せること
で建物による死角、裏側をつくらないようにし
ます。さらにトイレから背後の森への視覚的な
連続性を持たせ、広がりをつくります。
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□設計概要
構　　造：鉄筋コンクリート造
規　　模：平屋建て
建築面積：80.21 ㎡ (24.2 坪 )
延べ面積：79.52 ㎡ (24.0 坪 )
最高高さ：3.30m

□仕上げ
屋　　根：ラフトン吹付
　　　　　フッ素樹脂系塗装
軒　　裏：フッ素樹脂系塗装
     壁 　 ：ラフトン吹付
　　　　　フッ素樹脂系塗装
　  床 　 ：コンクリート金ゴテ
　　　　   仕上げ
デ ッ キ  ：セランガンバツ

トップライトからも採光を確保します。

ベンチ

中庭 中庭

中庭

ベンチ

トップライト

ベンチ

平面図 1:100
トイレと休憩スペースをアーチのフレームが覆います。

アーチの下は、遊具広場を見守る日陰の空間となります。

デッキに腰をかけ、遊具広場を見守ります。
八角形のフレームによって、
多方向からのアプローチを可能にします。

アーチのフレームによって、丘陵地への抜けをつくります。 A-A’ 断面図 1:100

B-B’ 断面図 1:100

風の抜け

風の抜け

庇の下、ベンチから遊具広場を見守ります。

軒下空間は遊具広場を望む
休憩の場となります。

出隅の壁が無いことで
死角を減らします。

前面の道から山側の丘陵地へ抜けをつくり、
子どもを見守りやすくします。

中 庭 を 設 け る こ と で、
明るいトイレ空間とな
り ま す。ま た、奥 に 広
がる森と視覚的に連続
させることで、敷地を
活かし、小さな空間で
も広がりを持たせるこ
とができます。

奥に広がる森と視覚的に連続させ、
トイレ空間に広がりを持たせます。

木デッキはフラットな面を提供し、
荷物やベビーカーを置け、保護者
の休憩の場となります。
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森へ連続するトイレ空間


